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１. 果樹農業の生産基盤強化の加速化に向けた施策の推進
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（１）労働生産性の向上

論点第１回果樹部会・現地調査における意見等

 労働生産性の向上のため、
地域計画に基づいた園地
の集積・集約化や基盤整
備を進めるとともに、省
力樹形等の導入、スマー
ト農業技術・省力化品種
等の開発・導入を強力に
進めることが必要ではな
いか

【総論】

◯ 基盤整備や省力樹形の導入、スマート機械の開発・導入といった生
産基盤の強化を加速化することは一丁目一番地の課題（林部会長）

 地域計画に基づいた園地
の集積・集約化が必要で
はないか

① 農地の集積・集約化

◯ 具体的なニーズを踏まえて地域計画における農地集積等の合意を
図っていくべきではないか（林部会長（事前説明(注)））

◯ 果樹は離農する際に樹を切ってしまうため、その前に樹体や園地の
継承を進めることが必要ではないか（稲垣委員（事前説明））

◯ 人手の確保が難しい中で、園地を集約して規模拡大するか、生産と
流通を兼ねていくことが必要ではないか（小林委員（事前説明））

◯ 分散化している果樹園地を集約して効率的に栽培することが必要で
はないか（岩波委員（事前説明））

（注）第１回果樹部会の事前説明時に委員からいただいたコメント
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（１）労働生産性の向上

論点第１回果樹部会・現地調査における意見等

 労働生産性の向上のた
めには基盤整備を進め
ていく必要があるが、
地域や人に合った基盤
整備の推進、手法の検
討が必要ではないか

（資料４参照）

② 基盤整備の推進

◯ 作業性の向上のためには、農地の集約化及び基盤整備の推進が必要
（有限会社信州うえだファーム（現地調査））

◯ 地域なり人に合った基盤強化の手法が必要ではないか（稲垣委員（事前説
明））

◯ 中山間地の基盤整備は水や土砂の侵入の問題があり、基盤整備の拡大には
しっかりとした排水路や河川の整備が必要（中山委員）

◯ 耕作放棄地の基盤整備を進めて作業性が良くなれば、今まで以上に新規就
農を目指す人が増えるのではないか（有限会社信州うえだファーム（現地
調査））

◯ 基盤整備等の資金の投下により、どれだけの担い手が入ってくるかについ
て議論を進めていくことはできないか（内藤委員）

 省力樹形等の機械化に
向く園地条件や樹形を
検討し、面積当たりの
生産性を高めることが
必要ではないか

③ 省力樹形等の導入

◯ ジョイント栽培（省力樹形）は新規就農者も取り組みやすい（寺地委員）

◯ 機械化、規模拡大が難しい樹種では面積当たりの生産性を高めることが必
要ではないか（髙羽委員（事前説明））

◯ 機械化に向く園地条件や樹形の検討が必要ではないか（鈴木委員（事前説
明））

１. 果樹農業の生産基盤強化の加速化に向けた施策の推進
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（１）労働生産性の向上

論点第１回果樹部会・現地調査における意見等

 生産性向上に向けた
スマート農業技術の
導入や徹底した機械
化が必要ではないか

④ スマート農業、機械化の推進

◯ 中小・家族経営の農業者や中山間地域等の条件不利地域の農業者、高齢の
農業者等の幅広い農業者に対して配慮したスマート農業の実装の対応が必
要（稲垣委員）

◯ 生産性の向上のためには、スマート農業を最低でも30～50aでかつ平坦な
場所を確保して導入することが必要（綿内東町地区農地中間管理機構関連
農地整備事業実行委員会（現地調査））

◯ 省力化に向けて、徹底した機械化など割り切りが必要ではないか
（稲垣委員（事前説明））

 大規模な法人経営体
の育成・参入と省力
樹形等の導入による
省力的な樹園地への
転換をセットで
スピード感を持って
実現するための取組
が必要ではないか

（資料４参照）

⑤ 大規模経営体の育成・参入

◯ 大規模経営体の育成により効率化を進めて生産性を上げていき、継続的な
営農が可能な担い手を確保していくことが必要ではないか（七條委員（事
前説明））

◯ きちんとしたものがとれるかどうか分からない中でバクチ的要素があり、
企業の新規参入には資金調達が課題ではないか（井上委員（事前説明））

１. 果樹農業の生産基盤強化の加速化に向けた施策の推進
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（１）労働生産性の向上

論点第１回果樹部会・現地調査における意見等

 若い人たちに魅力の
ある産業とするため、
作業の合理化、販売
単価の向上により労
働対価を高め、生産
者の所得を向上させ
るとともに、地域経
済を守る観点から、
加工・輸出など関連
産業への波及、雇用
の創出、地域の活性
化など、地域の基幹
産業としての果樹農
業の付加価値を高め
ていく取組が必要で
はないか

（資料３参照）

⑥ 付加価値の向上

◯ 単に量をつくれば良いというだけでなく、地域経済を守る観点から、少
ない人数でも十分な生産と収入を得られるよう「付加価値労働生産性」
を踏まえた検討が必要（小林委員）

◯ タスクを細分化して切り出すことが作業の合理化につながるのではない
か（小林委員（事前説明））

◯ 葉取らずりんごのような労力やコストを下げて品質を上げる経営により、
販売単価を上げることが必要（菊地委員）

◯ 若い人たちに魅力のある産業にすることが重要であり、生産物の付加価
値を高めるためにはどうしたら良いかを検討課題の一つとしてはどうか
（堀切委員）

◯ 家族経営で長時間労働しており、労働対価を高めることが必要ではない
か（鈴木委員（事前説明））

１. 果樹農業の生産基盤強化の加速化に向けた施策の推進
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（２）担い手・労働力確保

論点第１回果樹部会・現地調査における意見等

 新規就農者を増やすた
め、高度な技術の習得
や園地の確保、未収益
期間の克服など果樹特
有のハードルに対応す
る果樹型トレーニング
ファームの取組を推進
することが必要ではな
いか

① 新たな担い手の育成

◯ 新規就農の一番大きな問題は技術がないことであり、入口でつまずかな
いよう、確実に生産できるものを産地が提供することが必要（川久保部
会長代理）

◯ トレーニングファーム的な取組を集約し、かつ個別の取組に沿ったきめ
の細かい対応が必要。統一フォームによる新規就農者に対する発信を全
国組織で実施することが必要（稲垣委員）

◯ 果樹型トレーニングファームの仕組みは地域との信頼関係を構築する上
でも重要ではないか（赤松委員（事前説明））

◯ 非農家出身者が仕事を辞めて就農するには、土地の継承が確約されてい
る等の新規就農者にとってのハードルを解消するような安心感が必要
（有限会社信州うえだファーム（現地調査））

１. 果樹農業の生産基盤強化の加速化に向けた施策の推進
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（２）担い手・労働力確保

論点第１回果樹部会・現地調査における意見等

 新たな担い手が果樹
農業に魅力を感じる
ような、省力樹形等、
労働生産性の高い
果樹農業の姿を示す
ことが必要ではない
か

② 果樹農業の魅力の向上・発信

◯ 販売高は上がっているが流通や雇用の経費が上がっており、生産者は儲
かっているわけではない。後継者確保のため、再生産が可能となるような
形にしていくことが必要（菊地委員、神農委員、鈴木委員、髙羽委員、
中山委員）

◯ 省力樹形等の農業に可能性を感じられる経営を示すことが必要（有限会社
信州うえだファーム（現地調査））

◯ 担い手への承継は、所得だけではなく重労働の問題があるのではないか
（川久保部会長代理（事前説明））

◯ 若い人たちが楽しんで栽培できるような農業であることが必要ではないか
（寺地委員（事前説明））

◯ 農業に触れる機会が少ない現状に課題を感じており、就活フェア等による
就農の機会を増やして新規就農のハードルを下げていく必要（竹下委員）

１. 果樹農業の生産基盤強化の加速化に向けた施策の推進



8

（２）担い手・労働力確保

論点第１回果樹部会・現地調査における意見等

 兼業農家や小規模農
家が担い手と一体に
なって園地の保全管
理を進めることが必
要ではないか

③ 多様な担い手の維持・確保

◯ 認定農業者だけでなく、兼業農家や小規模農家も一緒になって役割分担を
しながら農村を守っていくことが必要（綿内東町地区農地中間管理機構関
連農地整備事業実行委員会（現地調査））

 サービス事業体の
活用や作業の省力化
などによる季節的な
作業ピークへの対応
が必要ではないか

④ 労働力不足への対応

◯ 通年雇用でなければ労働力を確保できないため、短期間雇用のアルバイト
の賃金を上げざるを得ない状況。雇用費にかかるコストが高く、所得が少
なくなっている（神農委員）

◯ 短期住み込みのアルバイトと旅を掛け合わせた「おてつたび」の潜在ニー
ズは多いが、受け入れ側の新しいサービスを使うことへの心理的なハード
ルや、寝床が必要となるといった物理的なハードルを下げることが必要
（永岡委員）

 大規模な法人経営体
の参入を推進するた
めの取組が必要では
ないか

（資料４参照）

⑤ 大規模経営体の参入の推進

◯ 農業の分野だけでは人手不足は解消できないので、基盤整備や省力園地の
整備で外部から大規模な経営体を呼び込む取組を推進（七條委員（事前説
明））

１. 果樹農業の生産基盤強化の加速化に向けた施策の推進
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（３）安定生産の脅威となる気候変動等への対応

論点第１回果樹部会・現地調査における意見等

 生産減少の大きな要
因となる温暖化の影
響等に対して、資機
材による対策や品種
構成の見直し等の検
討を進めることが必
要ではないか

（資料３参照）

① 気候変動対応

◯ 気象災害が頻発化しており、生産量が減っている大きな要因となっている
ことから、対策の検討が必要（鈴木委員、髙羽委員、寺地委員）

◯ 多目的防災網の設置によって、日焼け対策と病害虫対策ができるため、そ
のような取組を加速化させていくことが必要（寺地委員）

◯ 気候変動の問題に対して、病害虫の対応に農薬だけでなく物理的な防除も
必要ではないか（寺地委員（事前説明））

◯ 温暖化の影響で樹種によっては低温要求性を満たせなくなることや品種間
の収穫ピークが重複するなど問題が生じており、品種構成や栽培時期をあ
らためて検討することが必要ではないか（寺地委員、井上委員（事前説
明））

◯ 良いものがとれないという状況でも加工原料としてある程度収益が取れる
方が健全ではないか（井上委員（事前説明））

 総合防除による病害
虫対策や、野生鳥獣
に対する様々な被害
防止のための総合的
な取組による鳥獣被
害への対応を一層進
めることが必要では
ないか

② 病害虫・鳥獣害対応

◯ 病害虫・鳥獣害の発生についても、生産量の減少の大きな要因となってい
る（鈴木委員）

１. 果樹農業の生産基盤強化の加速化に向けた施策の推進
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（３）安定生産の脅威となる気候変動等への対応

論点第１回果樹部会・現地調査における意見等

 果樹生産に必要不可欠な
花粉・苗木について、産
地の生産・供給力の強化
や需給のマッチングを推
進することが必要ではな
いか

③ 苗木・花粉の確保

◯ 苗木・花粉の確保対策が必要（稲垣委員）

◯ ジョイント栽培に必要な苗木が手に入らない時がある（寺地委員）

◯ 苗木の需要と供給がマッチしないことがあり、果樹産地が前もって苗木
を注文する形をどうやったら進めていけるか検討が必要（菊地委員）

１. 果樹農業の生産基盤強化の加速化に向けた施策の推進
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（４）次世代に向けて必要となる新品種・新技術の開発・普及

論点第１回果樹部会・現地調査における意見等

 気候変動や労働生産性
の向上など、果樹農業
が直面する課題に対応
した新品種・新技術の
開発や、ＡＩなど他分
野からの技術転用を進
めることが必要ではな
いか

① 新品種・新技術の開発

◯ 気象変動に耐えられる品種の開発の促進が必要（稲垣委員）

◯ 機械化に向けて投資や他分野からの技術転用を進めることが必要で
はないか（林部会長（事前説明））

１. 果樹農業の生産基盤強化の加速化に向けた施策の推進



２. 新たな需要への対応のための施策の推進
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（１）国産果実の需要喚起

論点第１回果樹部会・現地調査における意見等

 国産果実の需要喚起
のため、手頃で日常
的に摂取してもらえ
る生果実、果実加工
品など新たな需要に
対応した取組等が必
要ではないか

① 新たな需要への対応

◯ 国民１人あたり果物200ｇの摂取を推進するにあたり、いつまでにどのくら
いまで消費を増やし、それを踏まえた生産量の増加を目標としていくことが
必要（赤松委員）

◯ 新規需要開拓には、例えば、フルーツバレンタイン等コマーシャル的なアプ
ローチが必要（稲垣委員）

◯ 若い人たちは、皮や種があることを食べにくいと感じている。カットフルー
ツのような付加価値を高めることを検討することが必要（堀切委員）

◯ 現状、果物の皮を剥いて食べることのない世代が、高齢になって皮を剥いて
食べるようになるかは疑問。高齢化の中で、産地としての販売対策を考える
ことが必要（稲垣委員）

◯ 消費者の立場からすると、果実の価格が高く、もう少し質を下げても良いか
ら手に入りやすくできないか（赤松委員）

◯ 果実の価格が高くなることは生産者にとって良いことではないか（岩波委員
（事前説明））

◯ 果実が日常食にならないと生産者は省力的な生産に転換できないのではない
か（岩波委員（事前説明））



２. 新たな需要への対応のための施策の推進
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（１）国産果実の需要喚起

論点第１回果樹部会・現地調査における意見等

 果実の需要喚起には、
栄養バランスや機能
性等の観点も重要で
あり、これらの観点
を踏まえて推進する
ことが必要ではない
か

② 栄養バランスや機能性等の観点からの消費促進に向けた対策

◯ 果実加工品の消費ＰＲにおいて、砂糖が添加されると、栄養学の観点から本
来の果物とは異なってくるため、果実加工品を摂っても果物を摂取したとは
いえなくなる。消費促進のメッセージを出す際は留意することが必要
（赤松委員）

◯ 果物は間食の代わりとしても推奨され、栄養食事指導の中でも食生活を豊か
にしてくれる食べ物。この観点も考慮する必要（赤松委員）

◯ 新規需要開拓には、例えば、機能性開発、高齢者・年少者の栄養・健康向上
の観点が必要（稲垣委員）
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（２）輸出の促進、海外収益の拡大

論点第１回果樹部会・現地調査における意見等

 国内への需要に対応しつつも、
拡大傾向にある海外マーケット
を見据えた輸出に戦略的に取り
組むため、高品質等の日本の強
みを生かしながら更なる海外需
要開拓を図るとともに、輸出先
国・地域の規制やニーズに対応
しつつ信頼関係を築き、これに
対応できる産地も併せて形成し
ていく必要があるのではないか

① 海外需要の開拓

◯ 日本の果実は高品質で評価が高い。輸出のように、マーケット
を広くとらえて付加価値をつけて打ち出していくことが基本で
はないか（堀切委員（事前説明））

◯ 輸出先との関係次第で輸出の販路が閉ざされてしまうリスクは
ないか（神農委員（事前説明））

◯ 例えば台湾等の輸出先との協力体制を設けることが必要ではな
いか（井上委員（事前説明））

 果樹の輸出と併せて、優良品種
の戦略的なライセンスを推進し、
周年供給による輸出促進と海外
現地生産によるロイヤルティを
新品種開発へ還元していくとと
もに、苗木のリース方式の活用
やシステム管理による流出抑止
とブランディングの推進等が必
要ではないか

② 知的財産の活用

◯ 競争力のある新品種を開発し海外市場を開拓していくことで、
知財をキーワードとした生産と輸出のエコシステムを回してい
く必要（林部会長（事前説明））

◯ 海外に日本の農産物を販売するだけでなく、技術や知財でマネ
タイズすべきではないか（井上委員（事前説明））



３. 流通・加工の合理化の推進
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（１）集出荷・流通対策

論点第１回果樹部会・現地調査における意見等

 人手不足の中で、集出
荷施設・選果場の再編
集約・合理化などを進
めることが必要ではな
いか

① 集出荷の効率化の推進

◯ 生産基盤の強化の中に、選果場の取組も含めるべきではないか。あわ
せて、ＡＩ技術の導入が必要（寺地委員、中山委員、七條委員）

◯ 各県ごとに全農産物を集めて選果・出荷できる拠点を設ける必要があ
る（中山委員）

◯ 流通コストが上がっており、人手不足の中で流通の合理化を進め、コ
スト構造を改善することが必要ではないか（林部会長（事前説明））

◯ 選果場が散らばっており、集約化を考えていくことが必要ではないか
（七條委員（事前説明））

 物流の2024年問題など
による労働力不足の中
で、果実や段ボールな
どの出荷規格の見直し
や、共同輸送、モーダ
ルシフトなどを進める
ことが必要ではないか

② 果実輸送の合理化の推進

◯ 物流は積載率低下の問題を抱えており、共同輸送やモーダルシフトな
どの検討が必要（小林委員）

◯ 流通コストが上がっており、人手不足の中で流通の合理化を進め、コ
スト構造を改善することが必要ではないか（林部会長（事前説明））

◯ 果実は等階級が多く、出荷規格の見直しによりコストカットも可能で
はないか（林部会長（事前説明））
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（２）果実の加工

論点第１回果樹部会・現地調査における意見等

 地域の基幹産品とな
る果実加工品の創出
など、付加価値の
高い加工仕向けの取
組が必要ではないか

① 多様なニーズに対応した果実の加工

◯ 加工原料用果実は儲からない農業の象徴となっており、生産者がＢ級品を
扱っているイメージになってしまっている。違う言い方で、新しい儲かる
加工についてカテゴライズすることができないか（川久保部会長代理）

◯ 小規模で加工用に取り組んでも付加価値以上に経費がかさむ。集積した農
地で担い手が家族を養える農業を目指してほしい（神農委員）

◯ 果実を加工することで付加価値を付けていくことを検討する必要がある
（堀切委員）

 規格外品を加工用に
回すだけでなく、契
約生産など価格を決
めて量をある程度加
工に回せるような生
産構造が必要ではな
いか

② 国産の加工用原料果実の確保

◯ 加工原料を輸入に頼る現状からの脱却が必要ではないか（岩波委員（事前
説明））

◯ 加工品として割り切って、量と価格をある程度加工に回せるような２段構
えの生産構造が必要ではないか（竹下委員（事前説明））

◯ 加工原料として果実を使いたいが、今まで取引がないところは入手が困難
であるため、継続的に使うことが難しく、ハードルの引下げが必要（竹下
委員）

◯ 川下と手を組むことで、生産から流通まで一気通貫のパッケージで対応す
ることが可能（井上委員（事前説明））



４. その他
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論点第１回果樹部会・現地調査における意見等

 10年先を見越した果樹農
業振興基本方針の検討が
必要ではないか

① 果樹農業振興基本方針の検討期間

◯ 果樹にとって５年のスパンは短く、10年を見越した検討が必要
（髙羽委員）


